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まちの話題　　まちの話題　

農林水産業の発展を祈願　

第 37 回中種子町農林漁業祭

　

第
37
回
中
種
子
町
農
林
漁
業

祭
が
、
11
月
５
日
に
種
子
島
中

央
体
育
館
で
開
か
れ
、
秋
の
実

り
を
楽
し
み
に
、
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
農
業
振
興
に
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
と
生

産
団
体
な
ど
の
表
彰
の
後
、
星

原
子
ど
も
育
成
会
に
よ
る
ヤ
ー

ト
セ
ー
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か

ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
肉
や
魚
、
野

菜
、
苗
木
な
ど
の
即
売
会
は
中

種
子
火
縄
銃
保
存
会
試
射
の
号

砲
を
合
図
に
開
始
。
来
場
者
は
、

買
い
物
袋
を
抱
え
な
が
ら
次
々

と
各
売
り
場
を
回
り
、
目
当
て

の
品
物
を
買
い
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
組
合
が
一
枚
板

の
机
を
は
じ
め
て
出
品
し
、
多

く
の
お
客
さ
ん
が
見
入
り
完
売

す
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

恒
例
の
牛
乳
早
飲
み
競
争
や

丸
太
切
り
大
会
、
お
楽
し
み
抽

選
会
な
ど
も
大
盛
況
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の

人
が
楽
し
ん
だ
農
林
漁
業
祭
と

な
り
ま
し
た
。

　式典　星原子ども育成会によるヤートセー

　農林漁業振興推進決議
　田畑謙介さん、香織さん夫婦 　牛乳の早飲み競争

　定番の豚汁無料配布 (500 食）　抽選会で草払機を獲得　新鮮な魚の販売

　一枚板の机を見入る
　焼き芋（安納いも）の無料配布
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熱演に拍手喝采　

第 42 回熊毛地区広域文化祭・第 42 回中種子町民文化祭

　

第
42
回
熊
毛
地
区
広
域
文

化
祭
と
第
42
回
町
民
文
化
祭

が
11
月
12
・
13
日
の
2
日
間
、

種
子
島
こ
り
ー
な
で
開
か
れ
、

2
日
間
で
延
べ
約
７
０
０
人

が
来
場
し
、「
芸
術
と
文
化
の

祭
典
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

熊
毛
地
区
広
域
文
化
祭
は

熊
毛
地
区
の
各
市
町
持
ち
回

り
で
、
本
町
で
の
開
催
は
4

年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
は
、
11
月
12
・

13
日
の
2
日
間
、
館
内
に
は

生
け
花
や
押
し
花
、
習
字
、

絵
画
、
写
真
、
ち
ぎ
り
絵
、

Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト
な
ど
の
力
作
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
は
、
11
月
13
日

に
た
ね
っ
こ
合
唱
隊
の
歌
声

で
幕
開
け
。
そ
の
後
も
各
市

町
文
化
協
会
所
属
の
各
団
体

が
舞
踊
や
ダ
ン
ス
、
バ
レ
エ

な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
、
会
場
に
訪
れ
た

人
か
ら
は
、
大
き
な
歓
声
と

手
拍
子
が
起
こ
り
、
熱
演
に

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　展示発表（中種子町写真同好会）　仙田流須美啓会

　コールなかたね

　三味線陽穂会 　須山志保バレエアカデミー

　池坊さくら会（生け花展示）
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まちの話題　　まちの話題　

A ランクは野間上校区が 4 連覇
B ランクは増田校区が優勝
手に汗握る取組「第 34 回中種子町相撲大会」

　

第
34
回
中
種
子
町
相
撲
大

会
が
、
10
月
30
日
に
太
陽
の

里
の
相
撲
場
で
開
か
れ
、
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
体
戦
は
、
Ａ
・
Ｂ
ラ
ン

ク
に
分
か
れ
て
の
リ
ー
グ
戦

を
行
い
、
各
校
区
の
小
学
１

年
生
か
ら
一
般
ま
で
の
15
人

で
対
戦
。
Ａ
ラ
ン
ク
は
野
間

上
校
区
が
優
勝
し
４
連
覇
、

Ｂ
ラ
ン
ク
は
増
田
校
区
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　

個
人
戦
は
、
小
学
１
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
と
一
般
、

選
手
権
の
部
で
頂
点
を
め
ざ

し
行
わ
れ
ま
し
た
。
力
士
が

土
俵
に
上
が
る
と
会
場
は
緊

迫
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

主
審
の
「
は
っ
け
よ
い
」
の

か
け
声
を
合
図
に
好
取
組
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
多
く
の

観
客
が
集
ま
り
、
校
区
代
表

力
士
の
取
組
に
な
る
と
「
が

ん
ば
れ
、
押
せ
、
ま
わ
し
を

取
れ
」
な
ど
と
熱
の
入
っ
た

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

団体戦成績 個人戦成績（敬称略）
A ランク 優　勝 2　位 3　位

優勝 野間上 小学１年 中﨑　歩夢 （増　田） 平岩　大空 （油　久） 長田　健成 （増　田）
2 位 南　界 小学２年 近田　朔太郎（増　田） 長井　亮磨 （野間下） 八汐　來叶 （岩　岡）
3 位 油　久 小学３年 德永　丈 （野間上） 細山　舜太 （野間上） 濵田　結心 （増　田）
4 位 野間下 小学４年 福元　大河 （野間上） 佐藤　拓斗 （野間上） 稲子　一颯 （岩　岡）

B ランク 小学５年 福　大雅 （野間上） 野平　波音 （野間下） 藤　世史瑠 （野間上）
優勝 増　田 小学６年 鳥居　哲汰 （油　久） 永濵　セイギ（岩　岡） 森沢　琉世 （納　官）
2 位 納　官 中学１年 山元　祐磨 （野間上） 熊野　直瑛 （増　田） 竹中　健人 （野間下）
3 位 岩　岡 中学２年 朝倉　由翔 （南　界） 牧瀬　大地 （南　界） 濵田　天心 （増　田）

※ A ランクの 4 位と
B ランクの優勝は次年
度入れ替わり

中学３年 中村　康誠 （油　久） 中川　知哉 （野間上） 浦門　祐成 （野間上）
一　般 西川　祐志 （南　界） 牧瀬　拓也 （増　田） 遠藤　敏浩 （納　官）
選手権 福　英高 （野間上） 利川　英樹 （野間上） 牧瀬　亮 （増　田）

　盛り上がる応援
　親子で選手宣誓
　西園さん親子（野間下）

　10 回出場表彰
　藤川透さん（納官）
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風踊る島へ !!　

第 2 回種子島 ALOHA フェスティバル

　

10
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で

の
３
日
間
、
第
２
回
種
子
島

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
本
町
で
開
か
れ
、
多
く

の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

28
日
は
本
町
の
レ
ザ
ー

リ
ー
フ
フ
ァ
ン
な
ど
を
使
っ

た
レ
イ
メ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ス

ン
や
旭
町
通
り
で
「
商
店
街

に
ぎ
わ
い
祭
り
」
と
し
て
街

角
フ
ラ
・
タ
ヒ
チ
ア
ン
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
に

ぎ
わ
い
祭
り
で
は
綱
引
き
大

会
も
あ
り
旧
種
子
島
空
港
で

訓
練
中
の
自
衛
隊
員
の
参
加

も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
種
子
島
こ
り
ー

な
で
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
会
場
に
訪
れ
た
人
か
ら

は
、
大
き
な
歓
声
と
手
拍
子

が
起
こ
り
、
ス
テ
ー
ジ
と
観

客
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し
み

ま
し
た
。

　

３
日
目
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

か
ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
先
生
を

迎
え
て
の
ア
ウ
ア
ナ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　レイメイキング

　街角フラ・タヒチアン

　アウアナワークショップ　商店街にぎわい祭り綱引き大会

　初出演の地元男性チーム「ホークー・ラニ」

　生演奏（テイスト・オブ・ハニー、ＯＺ ＆ Ｏーｋａｙ）とフラダンスのコラボ
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知事と語ろう車座対話

　

知
事
と
語
ろ
う
車
座
対
話
が

10
月
23
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

あ
り
、
中
種
子
町
と
南
種
子
町

の
代
表
者
21
人
（
区
長
・
商
工
会
・

婦
人
会
な
ど
）
が
三
反
園
県
知

事
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
農
業
や
観
光
、
子

育
て
、
輸
送
運
賃
な
ど
に
つ
い

て
意
見
が
出
さ
れ
、
知
事
は
県

の
考
え
や
方
向
性
に
つ
い
て
話

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
座
対
話
の
後
に
は

知
事
と
町
長
、
町
議
会
議
員
が

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
民
と
県
議
会
と
の
意
見
交

換
会
「
あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議

会
」
が 

11
月
６
日
に
種
子
島
こ

り
ー
な
で
あ
り
、
島
内
か
ら
の

参
加
者
約
60
人
が
、
県
議
会
議

員
28
人
と
農
業
や
教
育
、
観
光
、

輸
送
運
賃
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
県
議
会

と
県
民
が
直
接
、
地
域
の
諸
問
題

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
県
民
に
身
近
で
開
か

れ
た
県
議
会
と
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

県民・島民・町民の声を県政へ反映を
あなたのそばで県議会

　

11
月
１
日
に
、
本
年
度
導
入
し

た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
第
１

号
の
松
田
憲
政
さ
ん
に
、
田
渕
川

町
長
が
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

松
田
さ
ん
は
、
役
場
企
画
課
に

勤
務
し
、
種
子
島
の
情
報
発
信
や

観
光
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
り

ま
す
。

　

活
動
状
況
を
、
役
場
企
画
課

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
本
広
報
紙
に

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

着
任
の
あ
い
さ
つ

　

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
、
11

月
１
日
か
ら
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
松
田

憲
政
で
す
。
出
身
地
は
大
阪
府

で
、
中
種
子
町
に
あ
り
ま
す
新
光

糖
業
の
本
社
が
あ
る
城
東
区
と

い
う
所
で
す
。

　

中
種
子
町
と
し
て
は
第
１
号

に
な
る
協
力
隊
で
、
前
例
が
な
く

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
む
し
ろ
切

り
開
い
て
行
け
る
事
に
や
り
甲

斐
を
感
じ
て
い
ま
す
。
前
職
は
営

業
マ
ン
で
技
術
が
あ
る
わ
け
で
も

な
く
、
大
阪
出
身
だ
か
ら
と
い
っ

て
漫
才
が
出
来
る
訳
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
都
市
部
で
育
っ
た
目
線

や
感
覚
で
、
こ
の
種
子
島
・
中
種

子
町
に
住
み
、
今
あ
る
資
源
は
も

ち
ろ
ん
、
島
の
人
た
ち
に
と
っ
て

当
た
り
前
の
日
常
、
何
気
な
い
素

敵
を
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
掘
り
起
こ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
種
子
島
と
い
う
島
を

知
り
、
中
種
子
町
と
い
う
町
を
知

り
、
こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
を
知
る

事
か
ら
は
じ
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
地
域
の
人
た

ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
自

分
を
知
っ
て
も
ら
う
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

地域おこし協力隊通信（№ 1）　本町第 1 号の松田憲政さんが着任
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第
25
回
全
国
消
防
操
法
大
会

が
、
10
月
14
日
に
長
野
県
の
南

長
野
運
動
公
園
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
、
中
央

分
団
が
ポ
ン
プ
車
の
部
で
18
位

の
成
績
を
収
め
、
鎌
田
文
広
さ

ん
が
指
揮
者
と
し
て
優
秀
選
手

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
各
都
道
府
県
大

会
を
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
消
防

団
47
隊
（
ポ
ン
プ
車
の
部
25
隊
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
22
隊
）
が
集

結
し
、
日
頃
の
訓
練
に
よ
り
培
っ

た
消
防
操
法
技
術
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

同
団
は
、
今
年
３
月
か
ら
連

日
の
よ
う
に
練
習
を
積
み
重
ね
、

町
・
地
区
・
県
大
会
を
勝
ち
進
み
、

ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
、
３
大
会

連
続
で
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

■
出
場
選
手

監　

督　
　

永
濱　

浩
二

指
揮
者　
　

鎌
田　

文
広

１
番
員　
　

内
村　

勇
希

２
番
員　
　

葛　

勝
秀

３
番
員　
　

松
﨑　

利
彦

４
番
員　
　

讃
岐　

豪
政

補
助
員　
　

鎌
田　

貴
大

中央分団全国 18 位　第 25 回全国消防操法大会

種子島空港を満喫　空の日・空の旬間
　

種
子
島
空
港
で
10
月
15
日
に

空
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

多
く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
普
段
は
立

ち
入
れ
な
い
滑
走
路
の
見
学
バ

ス
ツ
ア
ー
や
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
作
成
教
室
、
な
り
き
り
制

服
撮
影
会
、
幼
児
の
絵
画
展
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

滑
走
路
の
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

は
定
期
便
運
行
の
合
間
に
行
わ

れ
、
約
１
５
０
人
が
参
加
。
駐

機
場
か
ら
滑
走
路
の
端
ま
で
を

往
復
し
ま
し
た
。
滑
走
路
の
緑

や
赤
の
ラ
イ
ト
が
点
灯
さ
れ
る

と「
き
れ
い
」と
歓
声
が
上
が
り
、

滑
走
路
の
端
で
は
車
外
に
出
て
、

自
由
に
歩
い
た
り
記
念
撮
影
を

し
た
り
し
て
、
普
段
で
き
な
い

体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
あ

た
り
種
子
屋
久
農
協
女
性
部
、

中
種
子
町
建
築
業
組
合
、
中
種

子
創
生
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
で
空
港
ビ
ル
周
辺
の
除

草
や
剪
定
作
業
を
行
い
、
空
港

の
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

　鎌田文広さん

　ボランティアのみなさん 　なりきり制服で記念写真 　滑走路を散策



広報なかたね 2016.12 月号　8

まちの話題　　まちの話題　

　

松
下
堅
一
郎
さ
ん（
伊
原
）が
、

鹿
児
島
県
文
化
財
功
労
者
と
し

て
、
11
月
４
日
に
鹿
児
島
県
庁

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
下
さ
ん
は
、
地
域
に
伝
わ

る
郷
土
芸
能
の
保
存
・
伝
承
に

尽
力
さ
れ
、
本
町
の
文
化
財
保

護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
下
さ
ん
が
尽
力
さ

れ
た
三
浜
郷
土
芸
能
保
存
会
の

大
踊
り
「
北
之
町
」・「
月
日
か
け
」

は
平
成
25
年
6
月
に
町
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

文化財の保存および活用に尽力
松下堅一郎さんが県文化財功労者表彰を受賞

　

熊
野
郁
夫
さ
ん
（
熊
野
）
が

防
犯
活
動
に
尽
力
し
、（
公
財
）

鹿
児
島
県
防
犯
協
会
と
鹿
児
島

県
警
察
本
部
長
の
連
署
に
よ
り

表
彰
さ
れ
、
10
月
17
日
に
田
渕

川
町
長
か
ら
伝
達
表
彰
が
あ
り

ま
し
た
。

　

熊
野
さ
ん
は
、
地
域
安
全
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
地
域
の
中
心
と

な
り
、
防
犯
意
識
の
普
及
高
揚

と
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
し
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り

に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

防犯活動に尽力
熊野郁夫さんが県防犯功労者表彰を受賞

　町長室へ報告に訪れた松下さん夫婦

　

熊
野
ト
メ
子
さ
ん（
熊
野
）が
、

社
会
福
祉
向
上
へ
の
功
績
を
た

た
え
ら
れ
、
10
月
27
日
に
鹿
児

島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
、
鹿
児
島
県
地
域
福
祉
推
進

大
会
で
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

熊
野
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

り
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
地

域
の
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
相

談
や
支
援
な
ど
を
行
い
社
会
福

祉
増
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
生
委
員
協
議
会

の
役
員
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

社会福祉の増進に貢献
熊野トメ子さんが県知事表彰を受賞

　紙芝居「種子島の民話」

　

德
永
美
津
子
さ
ん（
旭
町
）が
、

統
計
調
査
指
導
員
と
し
て
の
功

績
を
た
た
え
ら
れ
、
11
月
10
日

に
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
、
鹿
児
島
県
統
計
大

会
で
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

德
永
さ
ん
は
、
調
査
員
と
し

て
の
活
動
は
も
と
よ
り
、
指
導

員
と
し
て
他
の
調
査
員
へ
適
切

な
助
言
や
指
導
を
行
い
、
統
計

調
査
業
務
を
円
滑
に
遂
行
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

統計調査に尽力
德永美津子さんが総務大臣表彰を受賞
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関
東
中
種
子
会
（
橋
口
勝
会

長
）
の
第
27
回
総
会
が
、
11
月

５
日
に
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
、
約
１
５
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
会
に
先
立
ち
「
中

種
子
町
民
歌
」
を
全
員
で
歌
い

故
郷
へ
の
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
松
原
副
町
長
が
祝
辞
を

述
べ
る
と
共
に
、
町
政
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
安
納
い
も
な

ど
の
抽
選
会
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

関東で中種子町民歌響く
第 27 回関東中種子会総会・懇親会

　紙芝居「種子島の民話」

　

陸
上
自
衛
隊
の
地
対
艦
ミ
サ

イ
ル
連
隊
（
北
海
道
、
東
北
を

含
む
国
内
５
カ
所
）
の
隊
員
約

４
３
０
人
が
、
10
月
10
日
か
ら

約
１
カ
月
間
、
旧
種
子
島
空
港

で
南
西
方
面
で
の
離
島
侵
攻
に

備
え
た
、「
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
訓

練
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
期
間
中
の
10
月
22
・
29

日
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
装
備
品

の
一
般
公
開
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
隊
員
約
２
０
０
人
が
、

10
月
26
日
に
熊
野
海
岸
で
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
砂
浜

を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

陸上自衛隊が種子島で訓練
鎮西 28 種子島演習

　

平
成
28
年
度
安
納
い
も
品
評

会
が
、
10
月
26
日
に
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
、
砂
坂
展
恵
さ
ん

（
上
方
）
の
安
納
紅
が
銅
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

　

島
内
で
大
事
に
育
て
ら
れ
た

安
納
い
も
（
安
納
紅
、
安
納
こ

が
ね
、
種
子
島
ゴ
ー
ル
ド
）
３

品
種
28
点
が
出
品
さ
れ
、
審
査

員
が
一
品
一
品
を
審
査
し
順
位

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
産
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

高
品
質
で
高
収
量
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

平成 28 年度安納いも品評会
砂坂展恵さんの安納紅が銅賞

　

第
32
回
県
民
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
が
10
月
23
日
に
本
町

の
種
子
島
中
央
体
育
館
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
あ
り
、
県
内
か
ら

参
加
し
た
１
０
５
６
人
が
、
様
々

な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
会
式
で
は
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
普
及
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
濱
崎
秀
志
さ
ん
（
旭

町
）、
上
妻
成
子
さ
ん
（
本
村
）、

松
田
秋
美
さ
ん
（
二
十
番
）、
西

田
明
美
さ
ん
（
西
之
町
）
の
４

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

マイライフ・マイスポーツ運動
第 32 回県民レクリエーション祭

　フライングディスクを楽しむ

　装備品一般公開時の装甲車体験搭乗

　一品一品を審査
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

月日

施設名

12 月 1 月
備　　考27 日 28 日 29 日 30 日 31 日 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日

（火）（水）（木）（金）（土）（日）（月）（火）（水）（木）

役場 ○ ○ × × × × × × ○ ○ 休み中の戸籍の届け出は役
場宿直室で受け付けます。

ごみ

松原山剪定木仮置き場 ○ ○ ○ ○ △ × × × ○ ○

31 日は午前中のみ開場中種子清掃センター ○ ○ ○ ○ △ × × × ○ ○

種子島清掃センター ○ ○ ○ ○ △ × × × ○ ○

医療
公立種子島病院 ○ ○ × × × × × × ○ ○

種子島産婦人科医院 ○ ○ × × × × × × ○ ○

文化

体育

種子島こりーな ○ × × × × × × × × ○

中央公民館図書室 ○ ○ × × × × × × × ○

歴史民俗資料館 ○ × × × × × × × ○ ○

古市家住宅 ○ ○ × × × × × × ○ ○

太陽の里中央公園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町立体育館 × × × × × × × × × × 工事中

中央体育館 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

2 日、3 日は
午前 8 時 30 分 ~ 午後 5 時

テニスコート ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

中央武道館 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

陸上競技場 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

野球場 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

弓道場 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

ふれあいの里
（ロッジ・黒糖伝承館） ○ × × × × × × × ○ ○

熊野温泉保養センター ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○

自然レクリエーション村 ○ × × × × × × × × × 6 日より開館

年末年始の町公共施設休館について
◎お問い合わせ先　役場企画課広報係㉗ 1111 内線 303

○：通常開館　　△：短縮して開館　　×：休館
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　各課からのお知らせ

12 月 4 日から 10 日は人権週間です
◎お問い合わせ先　役場町民保健課戸籍住民係㉗ 1111 内線 212

　「世界人権宣言」が 68 周年を迎え、12 月 4 日
から 10 日を「第 68 回人権週間」と定め、人権問
題に関する各種啓発活動を実施します。

啓発活動重点目標
　「みんなで築こう　人権の世紀」
　～考えよう　相手の気持ち　未来へつなげよう
　違いを認め合う心～

平成 28 年度啓発活動年間強調事項
①女性の人権を守ろう
②子どもの人権を守ろう
③高齢者の人権を守ろう
④障害を理由とする偏見や差別をなくそう
⑤同和問題に関する偏見や差別をなくそう
⑥アイヌの人々に対する理解を深めよう
⑦外国人の人権を尊重しよう
⑧ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見
　や差別をなくそう
⑨刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をな
　くそう
⑩犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
⑪インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
⑫北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を
　深めよう
⑬ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
⑭性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう
⑮性同一性障害を理由とする偏見や差別をなくそう
⑯人身取引をなくそう
⑰東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

平成 28 年度中種子町人権フェスタ
■日時　平成 28 年 12 月 10 日（土）
　　　　午後 1 時 30 分～午後 4 時
■場所　種子島こりーな
■内容　オープニング（たねっこ合唱隊）
　　　　人権作品表彰
　　　　アトラクション（三味線　陽穂会）
　　　　人権啓発講演（落語家　桂竹丸）

人権相談
■日時　平成 29 年 1 月 13 日（金）
　　　　午前 10 時～午後３時
■場所　中央公民館第一会議室

平成 28 年分公的年金等の源泉徴収票の送付について
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217

　平成 29 年 1 月 10 日（火）から順次「平成 28
年分公的年金等の源泉徴収票」を日本年金機構か
ら送付します。

　「公的年金等の源泉徴収票」は、所得税および
復興特別所得税の確定申告の際の添付書類等とし
て必要となりますので大切に保管してください。
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

平成 27 年国勢調査結果（平成 28 年 10 月 26 日公表）
◎お問い合わせ先　役場企画課企画調整係㉗ 1111 内線 259
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不詳

平成 27 年 平成 17 年 平成 7 年

　本町の平成 27 年 10 月 1 日現在の総人口は
8,135 人（男性 3,815 人、女性 4,320 人）、前回
調査（平成 22 年）より 561 人（6.5％）減少。
世帯数は 3,741 戸で前回調査より 205 戸（5.2％）
減少。65 歳以上の高齢化率 35.8％（前回調査
34.2％）となりました。

国勢調査とは
　日本の人口や世帯構成などを把握するため、５
年ごとに実施する国の最も基本的な調査。外国人
も含め日本に住むすべての人を対象に、性別や年
齢、就業状態などを調査するものです。

■平成 27・17・7 年人口（男女別）の 10 歳階級ピラミッド

男性　　　　　　　女性
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　税金、保険料等は納期限を過ぎると延滞金が発
生します。延滞金は、納期内納付を守り、公平性
を保つ目的で定められています。町では、財源の
確保と収納率の向上にむけ、徴収強化を図ります
ので、皆さまのご理解とご協力をお願いします。
　対象は、町民税、固定資産税、軽自動車税、国
民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険
料、水道使用料等となります。
　延滞金は納期限の翌日から納付の日までの日数
に応じ、条例に規定する割合で計算した金額が加
算されますので、納期内納付を心がけましょう。

※詳細についてはお問い合わせください。
役場㉗ 1111
税務課町民税係（内線 230/203）
税務課固定資産税係（内線 298/238）
税務課管理収納係（内線 236）
福祉環境課介護保険係（内線 293/215）
町民保健課高齢者医療係（内線 289）
水道課庶務係（内線 270/205）

税金などの徴収強化について
◎お問い合わせ先　中種子町滞納金徴収対策本部会㉗ 1111

年末年始の交通事故防止運動
◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

運 動 期 間　平成 28 年 12 月 10 日（土）～平成 29 年 1 月 10 日（火）
ス ロ ー ガ ン　「年末年始　マナーアップで　事故防止」
運動の最重点　高齢者の交通事故防止　「つけてますか ? 運動」・「プラス 1 運動」の展開
運 動 の 重 点　①早朝、夕暮れ時、夜間における交通事故防止
　　　　　　　　「3（サン）ライト運動」の展開
　　　　　　　　特に、原則上向きライト点灯の徹底、夜光反射材用品の着用の推進、速度規制と安全
　　　　　　　　速度の遵守
　　　　　　　②飲酒運転の根絶
　　　　　　　　「飲酒運転『8（やっ）せん』運動」の展開
　　　　　　　③後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
　　　　　　　　全席ベルト着用 !!「します・させます運動」の展開

　地域の様々な主体や住民が共生・協働の地域社
会づくりについての理解を深めるため、先駆的な
協働事業や実践例を紹介します。
■日時　12 月 7 日（水）
　　　　午前 9 時 30 分～午前 11 時 15 分
■場所　西之表市民会館 3 階 301 会議室
　　　　2 階大ホール及び展示ロビー

■対象者　関係機関、一般住民
■内容
　講演　垂水市大野地区公民館長　前田清輝
　活動発表　中種子町集落支援員　鎌田秀一郎
　補助事業紹介

平成 28 年度熊毛地域共生・協働啓発セミナーを開催します
◎お問い合わせ先　熊毛支庁総務企画課地域振興係㉒ 0498
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各課からのお知らせ　　スポーツ大会の結果　

第 30 回たねがしまロケットマラソン大会参加者募集
◎お問い合わせ先　たねがしまロケットマラソン大会事務局（南種子町役場企画課内）㉖ 6065

「感謝のラストラン」
第 30 回たねがしまロケットマラソン
平成 29 年 3 月 12 日（日）開催決定
※たねがしまロケットマラソン最後の大会となり
ます。
■申込期間
　平成 28 年 12 月 1 日～平成 29 年 1 月 27 日
■参加申込先
　たねがしまロケットマラソン大会事務局
　大会エントリーサイト（http://rockemara.jp/）
　中種子町役場企画課

種　目 参　　　加　　　資　　　格 参　加　料

2km ファミリー
原則親子 3 人での参加とし、小学生以下を 1 人以上含むこと。

（※ 1 ファミリー最大 10 人まで参加可能）
【※ゴールはファミリー全員での同時ゴールで計測となります】

5,000 円
［1 人増の場合 1,000 円追加］
（島内参加者 4,500 円）

3km
小中学生、30 歳未満、30 歳代
40 歳代、50 歳代、60 歳以上

小学生以上（ただし小学生の参加
は会場まで保護者の引率が必要）

小 ･ 中 ･ 高校生 2,000 円
（島内参加者 1,500 円）

一般男女 4,000 円
（島内参加者 3,500 円）

10km
30 歳未満、30 歳代、40 歳代
50 歳代、60 歳以上

15 歳以上（中学生を除く）

ハーフマラソン
30 歳未満、30 歳代、40 歳代
50 歳代、60 歳以上

15 歳以上（中学生を除く）

フルマラソン
30 歳未満、30 歳代、40 歳代
50 歳代、60 歳以上

18 歳以上（高校生を除く）

（注）島内参加者のエントリーサイトによる申し込みは、一般料金が適用されます。

島の四季彩　カラスウリ（ウリ科）

【漢字表記】烏瓜
【別名】タマヅサ・タマズサ ( 玉梓・玉章 )
【島名】カラスゴー
【分布】本州～九州・大隅諸島、中国 
【生育地】疎林や林縁部
　人家近くや林縁部の木々に巻きひげで絡み、晩秋に果実が真っ赤に熟す、雌雄異株で夏緑性の多
年草です。別属のものに、スズメウリがあり、長さ１～２cm の果実をつけますが、本種は５～７cm
とこれよりも大きく、身近な動物のカラスを引き合いにしたもののようです。この種の形はかつての

「結び文」にも似ており、これを玉章と言っていたことに別名の由来があります。また、カマキリの
頭にも似ています。本属の島内自生種としては、果実が赤く熟す本種とケカラスウリ、オオカラスウ
リ、黄色に熟すキカラスウリの４種があります。これらの花は夜開性で、白いレースで作ったベール
を広げたようで、夜にも目立ち、夜間活動する蛾などの昆虫の眼を惹きつけます。あなたも一度目に
されてはいかがでしょうか。【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）
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　スポーツ大会の結果　

種
子
島
地
区

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　

競
技
別
交
歓
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
29
日
）

剣　

道

■
団
体
戦

　

優
勝　

納
官

　

2
位　

野
間

　

3
位　

油
久

　
　
　
　

岩
岡

■
個
人
戦

▽
4
年
生
以
下
男
子
の
部

　

2
位　

安
岡　

填
麻
（
野
間
）

　

3
位　

小
美　

遥
希
（
岩
岡
）

　
　
　
　

牛
原　

幸
英
（
納
官
）

▽
４
年
生
以
下
女
子
の
部

　

優
勝　

鈴
木　

美
星
（
岩
岡
）

　

２
位　

提　

向
日
葵
（
岩
岡
）

　

3
位　

浦
口　

美
空
（
岩
岡
）

▽
５
年
生
男
子
の
部

　

2
位　

遠
藤　

心
翔
（
納
官
）

　

3
位　

長
田　

智
基
（
岩
岡
）

▽
５
年
生
女
子
の
部

　

2
位　

森
沢　

果
南
（
納
官
）

　

3
位　

島
岡　

凜

（
岩
岡
）

▽
６
年
生
男
子
の
部

　

2
位　

横
山　

葵
士
（
野
間
）

　

3
位　

永
濵
セ
イ
ギ
（
岩
岡
）

▽
６
年
生
女
子
の
部

　

3
位　

浦
邊　

夏
歩
（
野
間
）

　
　
　
　

葛　

ち
ひ
ろ
（
野
間
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

3
位　

中
種
子

サ
ッ
カ
ー

　

3
位　

中
種
子
Ｊ
Ｆ
Ｃ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▽
混
成
Ａ
パ
ー
ト

　

3
位　

星
原

▽
女
子
Ａ
パ
ー
ト

　

優
勝　

野
間
Ａ

▽
Ｂ
パ
ー
ト

　

優
勝　

増
田
Ｂ

　

3
位　

野
間
Ｂ

兵
庫
県
夏
季
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　

テ
ニ
ス
選
手
権

　
　
　
　
　
（
9
月
24
・
25
日
）

▽
15
歳
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

姫
野　

ナ
ル

　
　
　
　
（
野
間
出
身
）

第
16
回
全
国

　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
23
日
）

▽
50
㍍
走

　

3
位　

渋
谷　

な
な
み
（
中

種
子
養
護
学
校
高
等
部
1
年
）

鹿
児
島
県
高
等
学
校

　
　
　

新
人
体
育
大
会

柔　

道　
　
　
　
（
10
月
28
日
）

▽
男
子
個
人
66
㎏
級

　

3
位　

久
木
原　

巧　
（
種
子

島
中
央
高
校
2
年
）

▽
男
子
個
人
１
０
０
㎏
級

　

優
勝　

藤
川　

遥
輝
（
種
子

島
中
央
高
校
2
年
）

　

3
位　

髙
田　

浩
介
（
種
子

島
中
央
高
校
1
年
）

▽
女
子
個
人
57
㎏
級

　

2
位　

浜
崎　

夏
帆
（
種
子

島
中
央
高
校
2
年
）

▽
女
子
個
人
78
㎏
級

　

優
勝　

日
髙
奈
生
子
（
種
子

島
中
央
高
校
2
年
）

陸　

上　
　
（
９
月
16
・
17
日
）

▽
女
子
７
種
総
合

　

2
位　

野
平
ま
ど
か　
（
種
子

島
中
央
高
校
1
年
）

鹿
児
島
県
中
学
校

　

体
重
別
新
人
柔
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
11
月
5
日
）

▽
男
子
個
人
50
㎏
級

　

2
位　

石
堂　

寛
樹

　
　
　
　
（
中
種
子
中
2
年
）

▽
女
子
個
人
57
㎏
級

　

2
位　

牧
瀬　

萌
音

　
　
　
　
（
中
種
子
中
2
年
）

▽
女
子
個
人
70
㎏
級

　

3
位　

藤
﨑　

好
葉

　
　
　
　
（
中
種
子
中
2
年
）

　納官剣道スポーツ少年団　野間バレーボールスポーツ少年団

　増田バレーボールスポーツ少年団

　後列：日髙、浜崎
　前列：髙田、藤川、久木原

　左から藤﨑、牧瀬、石堂

　渋谷

　野平



広報なかたね 2016.12 月号　16

生涯学習だより　　生涯学習だより　

　平成 29 年中種子町成人式を行います。
　詳しいことはお問い合わせください。
■日　時　平成 29 年 1 月 3 日（火）
　　　　　受付　午前 10 時
　　　　　式典　午前 10 時 30 分
■場　所　中央公民館大ホール（2 階）
■対象者
　平成 8 年 4 月 2 日から平成 9 年 4 月 1 日生ま
れの方

■内　容　式典／記念写真撮影／交歓パーティー
■参加費　5,000 円（当日徴収）
■その他
　参加者の服装については自由としますが、晴れ
着は華美とならない程度とします。
■実行委員長　伊集院北斗（伏之前）　

平成 29 年中種子町成人式のお知らせ
◎お問い合わせ先　役場社会教育課公民館係㉗ 1111 内線 254

　昨年の成人式

●ＵＳＪを劇的に変えた、たった
　１つの考え方
　（著者：森岡毅）
●希望荘
　（著者：宮部みゆき）
●ペコロスのいつか母ちゃんに
　ありがとう
　（著者：岡野雄一）
●ママのスマホになりたい
　（著者：のぶみ）
●おしりたんてい　むらさき
　ふじんの　あんごうじけん
　（著者：トロル）
●駅鈴（はゆまのすず）
　（著者：久保田香里）　など

新刊の検索は中種子町図書室のホームページで（http://www.nakatane-library.jp/）

図書だより　
95 冊（一般書 45 冊、児童書 50 冊）の新刊が入りました !!
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　生涯学習だより　

種
子
島
の
自
然
（
そ
の
４
）

見
事
な
海
岸
植
生

　

門
倉
岬
に
近
い
本
村
海
岸
で

は
砂
丘
地
の
植
生
帯
最
前
線
か

ら
草
原
、
低
木
林
と
高
く
な
り
、

イ
ヌ
マ
キ
林
そ
し
て
タ
ブ
林
ま

で
連
続
す
る
植
物
群
落
が
あ

り
、
日
本
の
典
型
的
な
海
岸
植

生
が
見
事
な
景
観
を
作
っ
て
い

ま
す
。

人
家
周
辺
の
森

　

台
風
や
強
い
季
節
風
の
吹
く

低
地
部
に
は
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
や

ト
ベ
ラ
、
マ
ル
バ
ニ
ッ
ケ
イ
、

ハ
マ
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
か
ら
な
る

風
衝
低
木
林
が
分
布
し
ま
す
。

続
い
て
ア
コ
ウ
や
ガ
ジ
ュ
マ

ル
、
タ
ブ
ノ
キ
か
ら
な
る
森
に

続
き
、
こ
の
森
を
防
風
林
に
利

用
し
て
い
ま
す
。
生
け
垣
に
は

古
い
時
代
か
ら
利
用
さ
れ
て
き

た
ゲ
ッ
ト
ウ
な
ど
が
花
を
咲
か

せ
ま
す
。

火
砕
流
を
免
れ
た
植
物
た
ち

　

約
７
３
０
０
年
前
、
熊
毛
地

域
は
西
方
に
あ
る
鬼
界
カ
ル
デ

ラ
か
ら
の
火
砕
流
に
全
島
が
覆

わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
以
降
、
種
子
島
と
屋

久
島
は
繋
が
っ
た
こ
と
が
な
い

た
め
、
屋
久
島
と
共
通
の
固
有

な
植
物
種
は
こ
の
火
砕
流
の
中

で
も
生
き
残
っ
た
植
物
種
と
考

え
ら
れ
ま
す
。（
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ

ヨ
ウ
、
カ
ン
ツ
ワ
ブ
キ
な
ど
）

草
原
性
の
植
物

　

九
州
本
土
に
近
く
、
古
く
か

ら
人
が
住
み
つ
い
た
種
子
島
は

草
原
が
広
く
、
草
原
性
の
植

物
が
生
え
、
南
限
と
な
る
植
物

種
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。
人
々

の
生
活
様
式
が
変
わ
っ
た
現
在

は
、
草
原
が
狭
く
な
り
、
草
原

性
植
物
の
多
く
は
絶
滅
の
お
そ

れ
が
あ
る
植
物
と
し
て
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。（
ユ

ウ
ス
ゲ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
な
ど
）

訂
正

　

資
料
館
だ
よ
り
（
４
５
０
号
）
の

「
タ
ネ
ガ
シ
マ
ム
ヨ
ウ
ラ
ン
」
の
写

真
は
「
キ
リ
シ
マ
エ
ビ
ネ
」
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

台
風
の
直
撃
免
れ
秋
晴
れ
の
原
料
甘
藷
の
豊
作
と
聞

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女　

洲　

中
村　

寿
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
友
の
音
痴
の
歌
聞
け
ば
痛
み
も
忘

れ
気
の
晴
る
る
な
り　
　
　

田　

島　

鎌
田　

ス
エ

染
ま
り
ゆ
く
秋
の
夕
暮
れ
オ
レ
ン
ジ
に
釣
瓶
落
し
の

陽
は
燃
え
て
落
つ　
　
　
　

旭　

町　

村
尾　

祥
子

今
年
か
ら
新
敬
老
の
七
十
五
歳
和
服
で
決
め
て
祝
席

に
着
く　
　
　
　
　
　
　
　

上　

方　

梶
原　

温
惠

秋
日
和
兄
姉
皆
で
南
へ
走
る
宝
の
公
園
広
田
遺
跡
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
足
山　

鮫
島
ヨ
シ
ヱ

花
粉
症
目
鼻
痒
く
て
涙
せ
り
か
わ
い
い
顔
が
台
無
し

の
孫　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
之
里　

野
田　

健

御
世
辞
と
甘
ん
じ
る
か
は
選
択
肢
景
気
回
復
迷
走
せ

し
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　

町　

八
汐　

眞
弓

ふ
と
気
づ
く
し
か
め
っ
面
に
眉
間
の
皺
母
そ
っ
く
り

と
指
先
で
撫
ず　
　
　
　
　

旭　

町　

白
木　

民
子

体
操
に
友
の
誘
い
で
参
加
す
る
動
か
ぬ
身
体
は
慣
ら

し
運
転　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

牧
瀬
せ
い
子

雨
に
打
た
れ
金
木
犀
は
散
り
に
け
り
夕
べ
落
花
は
木

下
に
明
る　
　
　
　
　
　
　

原　

尾　

都　

樹
実
生

敗
戦
と
は
言
わ
ず
戦
い
終
え
し
日
の
安
堵
と
空
し
さ

十
歳
の
夏　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

德
永　

武
彦

水
汲
み
も
風
呂
焚
き
も
な
く
肥
く
み
も
老
幼
は
い
ま

何
に
煩
う　
　
　
　
　
　
　

函　

館　

山
田　

正
明

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
５
１
号
）

　ユウスゲ 　ゲットウ　ヤクタネゴヨウ
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ノロウイルスについて　　　       病棟看護師：岩元孝子　公立種子島病院(㉖ 1230

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
冬
場
に

多
く
発
生
し
、
食
中
毒
及
び

感
染
性
胃
腸
炎
の
主
な
原
因

と
な
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
の

一
つ
で
、
主
に
生
カ
キ
な
ど

の
魚
介
類
が
原
因
と
な
り
、

潜
伏
期
間
は
最
短
一
日
で
発

症
に
至
り
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

発
症
す
る
と
、
急
激
な
嘔
吐

や
下
痢
が
続
き
脱
水
症
状
を

引
き
起
こ
し
、
特
に
幼
児
や

小
児
の
場
合
は
脱
水
が
進
ん

で
深
刻
な
状
況
に
陥
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
感
染
を
防
ぐ
た
め

の
、
予
防
と
対
策
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。

①
手
洗
い
が
基
本

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
だ

け
で
は
な
く
、
全
て
の
感
染

症
予
防
の
基
本
と
な
る
の
が

「
手
洗
い
」
で
す
。
特
に
帰

宅
後
と
ト
イ
レ
の
後
、
食
事

前
は
、
せ
っ
け
ん
と
流
水
で

丁
寧
に
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ

う
。

②
食
べ
物
は
中
心
部
ま
で
十

分
に
加
熱

　

カ
キ
や
ア
サ
リ
、
ホ
タ
テ

な
ど
の
二
枚
貝
は
、
内
臓
に

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
蓄
積
さ
れ

る
た
め
、
生
食
は
感
染
リ
ス

ク
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
活
性

化
す
る
時
期
は
、
生
食
は
で

き
る
だ
け
控
え
、
加
熱
処
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

③
感
染
者
の
吐
物
や
排
泄
物

の
処
理

　

感
染
者
の
衣
類
や
寝
具

は
、
細
菌
が
飛
散
し
な
い
よ

う
に
汚
物
を
拭
き
取
り
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
密
封
し
、
０
・
２
２

％
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
（
塩
素
系
漂
白
剤
）
に
30

分
～
１
時
間
、
も
し
く
は
85

度
の
熱
湯
に
１
分
間
浸
し
、

家
族
の
洗
濯
物
と
は
別
に
、

最
後
に
洗
濯
機
で
洗
い
ま
し

ょ
う
。

　

汚
物
を
洗
い
流
し
た
場
所

や
感
染
者
が
使
用
し
た
ト
イ

レ
の
便
座
な
ど
も
、
０
・
２
２

％
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
（
塩
素
系
漂
白
剤
）
で
清

掃
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
汚
物
や
吐
物
の
処

理
後
、
調
理
の
前
後
も
、
せ

っ
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に
手

洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
に
は
、
正
し
い
知
識
を
も

っ
て
正
し
い
予
防
法
を
実
践

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　

食生活改善推進員コーナー 　「安納いものふくれ菓子」をご紹介 !!
　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
の
愛
称
で
呼
ば

れ
、
自
分
の
生
活
体
験
を
通

じ
て
食
生
活
に
対
す
る
「
生

き
た
知
恵
」
を
か
し
て
く
れ

る
方
々
で
す
。

　

ま
た
、
種
子
島
の
食
材
を

使
っ
た
郷
土
料
理
の
伝
承
活

動
も
し
て
い
ま
す
。
活
動
の

場
で
あ
る
農
林
漁
業
祭
で
今

年
提
供
し
た
「
安
納
い
も
の

ふ
く
れ
菓
子
」
を
紹
介
し
ま

す
。

料
理
方
法

① 

安
納
い
も
は
皮
を
む
い
て

蒸
し
つ
ぶ
す
。

②
Ａ
を
混
ぜ
、
ふ
る
い
に
か

け
る
。

③ 

②
に
Ｂ
を
少
し
ず
つ
入

れ
な
が
ら
混
ぜ
る
。
つ
ぶ
し

た
安
納
い
も
を
入
れ
て
混
ぜ

る
。

④ 

蒸
し
器
に
ク
ッ
キ
ン
グ

シ
ー
ト
を
し
き
、
③
を
流
し

込
む
。

⑤ 

蒸
気
が
上
が
っ
た
ら
約
40

分
間
蒸
す
。

安納いものふくれ菓子
安納いも 200g クッキングシート

Ａ｛ 小麦粉 400g 酢 大さじ 2
砂糖 400g Ｂ｛ 水 300cc
重曹（ソーダ） 小さじ 2 卵 2 個

郷土の食材と料理「かごしまのおかず」より
1/50 枚分の栄養量（エネルギー 69kcal　たんぱく質 1.0g　脂質 0.3g 
カルシウム 8mg　食塩 0g）

右上「安納いものふくれ菓子」
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Ｈ
｜

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
31
号
機

　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功
！

　

平
成
28
年
11
月
2
日
午
後
3
時

20
分
に
静
止
気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ

り
9
号
」
を
搭
載
し
た
Ｈ
｜

Ⅱ
Ａ

ロ
ケ
ッ
ト
31
号
機
が
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
通
り
に
飛
行

し
、
打
上
げ
後
、
約
27
分
51
秒
に

「
ひ
ま
わ
り
9
号
」
を
正
常
に
分

離
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
ひ
ま
わ
り
9
号
」
は
、
現
在

運
用
さ
れ
て
い
る
「
ひ
ま
わ
り
8

号
」
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
、

軌
道
上
に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

万
が
一
故
障
し
た
と
し
て
も
観
測

が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
軌
道
上
で

待
機
し
、
２
０
２
２
年
に
「
ひ
ま

わ
り
8
号
」
と
交
代
し
て
観
測
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館
が

　
　

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
12
月

上
旬
か
ら
3
月
上
旬
に
か
け
て
、

館
内
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

す
。
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
宇
宙

科
学
技
術
館
に
乞
う
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に

伴
い
、
一
部
見
ら
れ
な
い
展
示
物
、

立
ち
入
り
で
き
な
い
エ
リ
ア
が
あ

り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館

　
　

年
末
年
始
休
館
の
ご
案
内

休
館
日

　

12
月
29
・
30
・
31
日

　

1
月
1
・
4
日

開
館
日

　

1
月
2
・
3
日

※
1
月
5
日
か
ら
通
常
開
館

宇 宙 セ ン タ ー だ よ り 宇宙科学技術館　(㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー だ よ り ◎お問い合わせ先
(㉗ 1223

冬に起こりやすいお風呂での事故を防ぎましょう !
　寒い季節に多いのが、入浴による事故です。脱
衣所と浴室内の気温差が大きいことで、血圧の急
激な変動が起こり失神しやすくなります。
　また、熱い湯に肩まで浸かることで、体が興奮
状態になり、肺や心臓にも負担がかかりやすくな
ります。安全な入浴方法を知り、入浴の時間を有
意義なものにしましょう。

■安全に入浴するためのコツ
①入浴前に脱衣所や浴室をあたためましょう。浴
槽にシャワーから給湯する、風呂の蓋を外して蒸
気を立てるなどして室内をあたためる工夫をしま
しょう。
②食後や運動直後、飲酒後の入浴は避けましょう。
③発汗により、からだの水分が失われます。入浴
前後は水分補給を行いましょう。
④からだがリラックスする湯温は 41℃以下です。
42℃以上はからだを興奮状態に導きます。

⑤湯につかる時間は 10 分以内を目安にしましょ
う。長湯は血圧低下を招きます。
⑥浴槽から急に立ち上がらないようにしましょ
う。立ちくらみの原因になります。
⑦同居者がいる場合は、入浴前に声をかけ、見回
ってもらいましょう。
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
平山　信一郎（満足山）

■平成 27 年度赤い羽根共同募金の使いみち
配分総額　2,180,000 円

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,269 人 (   -1) 出生 4 人

男　性 3,925 人 (   -5) 死亡 7 人

女　性 4,344 人 (  +4) 転入 23 人

世帯数 4,350 戸 (  +2) 転出 21 人

※（　）は前月との比較（10 月末現在）

火事・救急
火事・救急 ( 町内）　10 月中

火　事 0 件 うち建物 0 件

救　急 30 件 うち急病 14 件

交通事故
交 通 事 故 町内 島内

発生件数 14 件 ( +5) 36 件 ( +2)

死 者 数 1 件 ( 0) 1 件  ( 0)

負傷者数 15 件 ( +6) 43 件 ( +9)

※平成 28 年 10 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 28 年 10 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

10/18　
奥村　玲太 南種子町

日髙　知恵 満足山

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

10/10 岩屋　瑛
えいすけ

介 剛寛・智恵 伏之前

10/14 石堂　怜
れ お

温 達也・優香 横　町

女の子 名前 両親 集落

10/2 秋田　姫
ひおり

織 剛・愛結美 東之町

10/11 松岡　紗
さ よ

代 拓郎・朗代 上　方

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

9/30 浦門　國男 旭　町 80 歳

10/3 寺田　利盛 大牟礼 81 歳

10/5 田中　末夫 上　方 100 歳

10/19 長深田カツコ 南界園 93 歳

10/22 平山　信雄 満足山 88 歳

10/29 餅原　冨治男 畠　田 89 歳

｛
項　目 金　額

老人福祉活動 931,000 円
身障児（者）活動費 172,000 円
児童・青少年活動費 270,000 円
母子・父子活動費 60,000 円
福祉育成活動費 408,000 円
ボランティア活動費 60,000 円
歳末助け合い配分 279,000 円

■赤い羽根 街頭募金のお礼　
　10 月 10 日の町民体育祭で、種子島中央高校生
の協力で街頭募金を実施しました。
　多くの皆さまにご賛同、ご協力いただき心から
感謝申し上げます。
　募金合計金額は、28,850 円でした。
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「なかたねお知らせ版」　12 月 1 日～ 31 日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

1（木）ぽかぽか教室 13:00~

2（金）母子手帳交付 13:00~

13（火）乳幼児健診

16（金）母子手帳交付 13:00~

17（土） おやこ食育教室 9:00~　対象 : 油久小学校

18（日） おやこ食育教室 9:00~　対象 : 南界小学校

21（水）マタニティー教室
お産・母乳 13:00~ 種子島産婦人科医院

乳幼児健診　12 月 13 日（火）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

3 ～ ５ カ 月 児 09:00~09:15 H28.07.20　～　H28. 9.14 

もうすぐ 1 歳児 10:00~10:15 H27.12.16　～　H28. 1.19

1 歳 6 カ 月 児 12:45~13:00 H27. 3.15　～　H27. 6.14

2 歳 児 12:45~13:00 H26. 9.15　～　H26.12.14

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

Ｂ Ｃ Ｇ 11 月 28 日～ 12 月 3 日 生後 3 カ月～ 12 カ月

四種混合 12 月 5 日～ 12 月 10 日 生後 3 カ月～ 90 カ月

水 痘 12 月 12 日～ 12 月 17 日 生後 12 カ月～ 36 カ月

二種混合 12 月 19 日～ 12 月 24 日 H16.4.2 ～ H17.4.1

Ｂ Ｃ Ｇ 12 月 26 日～ 12 月 28 日 生後 3 カ月～ 12 カ月

インフル
エ ン ザ 10 月 13 日～ 12 月 28 日 65 歳以上

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

3（土）自公連女性部ミニバレーボール大会
18:00 ～【種子島中央体育館】

22（木）小・中学校終業式

23（金）よいらーいきクリーン作戦
8:00 ～【各スポーツ施設】

包括支援センター　介護予防事業
いきいき運動教室
毎週火曜日　9:00 ～　中央体育館
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後から休
診します。

各科 診察日

眼 科 5（月）、6（火）、19（月）、20（火）

耳鼻咽
喉 科

8（木）、22（木）

整 形
外 科 毎週火曜日の午前中（6 日は休診）

消化器
外 科 毎週水曜日の午前中

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

4（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

11（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

18（日） 百合砂診療所 ㉘ 3901

25（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

14（水） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
クリスマス制作 伏之前住宅集会所

16（金） 幼児学級合同（1 ～ 4 歳児）
クリスマス制作 伏之前住宅集会所

22（木） 赤ちゃん教室・幼児学級合同
保育所クリスマス会参加 中央保育所

中央保育所園庭開放日
第 2・第 4 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。
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屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
15:40 16:30

種子島→屋久島
9:20 10:10

11:50 12:45
16:40 17:30

■　冬　ダ　イ　ヤ　■
平成 28 年 12 月 1 日～平成 29 年 3 月 10 日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
10:00 11:35
11:30 13:05
13:00 14:35
15:00 16:35
16:00 17:35

（木・金・日のみ運航）

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
16:45 17:50

種子島→鹿児島
7:00 8:35

（月・金・土のみ運航）
8:00 9:35

9:20 宮之浦 12:35
11:05 12:45
13:40 15:15
15:00 16:35

16:45 指宿 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

年末年始も大阪（伊丹）直行便が運航 !
乗り継ぎ無しで、旅行や帰省に大変便利です。

区　間 出発 到着
大阪 ( 伊丹 ) →種子島 9:00 10:30
種子島→大阪（伊丹） 10:55 12:10

離島航空割引カードは大阪便には使えません。
■期　間　12 月 28 日 （水）～ 1 月 6 日（金）
■機　材　JAC　DHC8-Q400　74 人乗り
※期間中割引料金（先得割引）もありますので、旅行代理店にお問い合わせください。

◎

◎

◎は 12月 30日～ 1月 3日のみ運航
但し 1月 1日は運休

種子島森林組合より

果樹苗木
注文受付中 !

受付締切日 :
　平成 28 年 12 月 22 日
  入荷予定 :
　平成 29 年 2 月下旬

樹　種 単価（税込） 品　　種

　柑 橘苗

苗令
1 年生 1,100 円 ~  温州ミカン・ポンカン・紅甘夏

  タンカン・レモン 他2 年生 1,200 円 ~

　カ　　キ

苗令 1 年生 1,000 円 ~  富有・次郎・渋柿　他

　モ モ・スモモ

苗令 1 年生 1,000 円 ~  モモ : 日川白鳳  他
  スモモ : 大石早生 他

　ウ　　メ

苗令 1 年生 800 円 ~  白加賀・南高　他

　ク　　リ

苗令 1 年生 800 円 ~  森早生・丹沢・国見　他
※クリは２品種の混植をおすすめします。

各種品種については電話にてお問い合わせください。

尚、受付期間内でも品切れの場合があります御了承ください。

種子島森林組合中種子事業所
℡ :27-7900　Fax:27-7818

種子島森林組合より

 地産地消
 種子島産木材加工販売 !

種子島森林組合中種子事業所
℡ :27-7900　Fax:27-7818

○直営製材所による加工販売・各種
サイズの製品あります。

○自動カンナ導入しました。
製品購入時にセルフで使用できます。

※無料です。
※お手持ちのチェーンソーきれますか ?
プロによる目立て承ります !（1,000 円 ~）


